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昭
和
十
年
九
月 

䣓
帝
国
美
術
院
展
覧
会
第
二
部
開
催
ニ
対
ス
ル
試
案 

春
陽
会
䣔 

䥹
原
文
旧
漢
字
・
カ
タ
カ
ナ
䥺  

   
 

帝
国
美
術
院
展
覧
会
第
二
部
開
催
ニ
対
ス
ル
試
案 

 

帝
国
美
術
院
展
覧
会
は
国
家
的
施
設
な
れ
ば
綜
合
展
覧
会
を
目
標
と
す
べ
き
も
の
な
り
䣎

既
に
他
の
三
部
に
於
て
は
方
針
決
定
を
見
た
る
も
䣍
か
か
る
方
針
に
依
り
て
は
䣍
第
二

部
展
覧
会
開
催
は
困
難
な
る
状
態
に
あ
り
䣎
故
に
春
陽
会
は
こ
れ
が
具
体
方
針
を
提
出

し
て
帝
国
美
術
院
の
第
二
部
展
覧
会
開
催
に
資
せ
ん
と
す
䣎 

 

昭
和
十
年
九
月 

 

日 

春
陽
会 

 

一
䣍
公
認
せ
ら
れ
た
る
各
美
術
団
体
を
し
て
帝
国
美
術
院
展
覧
会
第
二
部
の
開
催
に

與
ら
し
む
䣎 

 
 

 

備
考 

白

日

会

 

二

科

会

 

東

光

会

 

独

立

美

術

協

会

 

旺

玄

社

 
太

平

洋

画

会

 

第

一

美

術

協

会

 

国

画

会

 

光

風

会

 

春

陽

会

 

䥹

イ

ロ

ハ

順

䥺

 
 

 

＊
但
し
団
体
に
所
属
せ
ざ
る
作
家
に
し
て
帝
国
美
術
院
が
出
品
資
格
あ

り
と
認
め
た
る
者
の
作
品
は
招
待
出
品
と
し
て
陳
列
す
る
こ
と
を
得
䣎 

 

一
䣍
公
募
出
品
は
会
場
に
収
容
し
得
る
点
数
を
団
体
数
に
適
宜
分
割
し
䣍
団
体
各
自

に
於
て
鑑
査
選
定
の
上
之
を
推
挙
す
䣎䥹
以
上
の
方
法
は
運
動
競
技
に
於
け
る
選

手
選
出
の
方
法
に
準
ず
る
も
の
と
す
䣎
䥺 

一
䣍
搬
入
さ
れ
た
る
出
品
は
陳
列
に
際
し
て
団
体
的
の
区
別
を
な
さ
ず
䣍
適
宜
陳
列

す
䣎 

一
䣍
審
査
の
方
法
は
帝
国
美
術
院
会
員
に
各
団
体
代
表
者
を
参
加
せ
し
め
院
賞
其
他

の
賞
を
決
定
し
併
せ
て
買
上
品
の
選
定
を
な
す
䣎 

一
䣍
帝
国
美
術
院
会
員
制
度
は
美
術
行
政
を
諮
る
機
構
と
し
て
認
む
る
も
第
二
部
会

は
参
与
指
定
を
作
ら
ず
䣎 

以
上 
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